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の周波数を最大使用周波数MUFといい，MUF = f と
すると以下の式（1）で表される［5］．













































































































































































































































兵　庫 430 0.1 43.4
韓　国 1130 250 16.98
中　国 1690 150 9.15









兵　庫 430 0.1 49.77
韓　国 1130 250 20.89
グアム 2530 100 10.94
タ　イ 4590 250 6.62
インド 6970 500 4.11
142
表５　位相変調度数あたりの受信電力値（７MHz）
位相差 １element ０° ‒30° ‒60° ‒90° ‒120° ‒150°
16.3° 17.3° 19° 23° 34° 39°
兵　庫 ‒106.2 ‒108.6 ‒106.5 ‒104.8 ‒104.8 ‒102.5 ‒108.6
韓　国 ‒54.4 ‒56.9 ‒56 ‒58.8 ‒55.2 ‒51.8 ‒50
中　国 ‒40.4 ‒34.9 ‒38.7 ‒39.2 ‒35.7 ‒29.4 ‒29.3
ベトナム ‒77.9 ‒69.7 ‒74.3 ‒74 ‒78 ‒75.3 ‒77.1
表６　位相変調度数あたりの受信電力値（14MHz）
位相差 １element ０° ‒30° ‒60° ‒90° ‒120° ‒150°
19.2° 20.4° 23.2° 36.7° 41.5° 44.3°
兵　庫 ‒115.1 ‒111.1 ‒111.6 ‒111.5 ‒111.7 ‒112.4 ‒113.4
韓　国 ‒63.7 ‒60 ‒60.5 ‒62.6 ‒62.6 ‒59.6 ‒55.2
グアム ‒66.3 ‒60.9 ‒58.6 ‒59.6 ‒61.8 ‒60.8 ‒61.1
タ　イ ‒75.9 ‒68.3 ‒68.6 ‒68.2 ‒70.2 ‒68.5 ‒69.4




















































100W 1970 1860 1520 2760 3020 3150
500W 1410 1500 1180 3050 3330 3420
１kW 1240 1350 1050 3170 3470 3530













500W 1180 1000 850 2930 3810 3900















































































































































グを TimeShiftSlot だけ遅らせる．TimeShiftSlot を
求める式を以下のように定義する．
　　TimeShiftSlot ＝ ShiftSlot × level
　具体的には，図12において局Dは局Sからのパケッ
トを受信すると受信電力から level が２のエリアにい
ると判断し level ＝２に設定する．そして ShiftSlot
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